
提

出

者
川

内

博

史

高

井

美

穂

平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
提
出

質

問

第

八

号

独
占
禁
止
法
第
二
十
一
条
の
解
釈
に
関
す
る
質
問
主
意
書

8



独
占
禁
止
法
第
二
十
一
条
の
解
釈
に
関
す
る
質
問
主
意
書

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
四
日
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
「
独
占

禁
止
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
に
お
い
て
は
「
こ
の
法
律
の
規
定
は
、
著
作
権
法
、
特
許
法
、
実
用
新
案
法
、
意
匠
法
又

は
商
標
法
に
よ
る
権
利
の
行
使
と
認
め
ら
れ
る
行
為
に
は
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

昨
今
の
「
知
的
財
産
ブ
ー
ム
」
的
な
風
潮
の
中
で
本
条
の
規
定
を
、
独
占
禁
止
法
を
遵
守
す
る
義
務
そ
の
も
の
の
免
除
規
定
で

あ
る
か
の
よ
う
に
解
す
る
傾
向
が
主
に
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
と
称
さ
れ
る
業
種
の
事
業
者
や
団
体
、
関
係
省
庁
等
に
お
い
て
み
ら

れ
、
第
百
五
十
九
回
通
常
国
会
に
お
い
て
は
小
泉
純
一
郎
総
理
大
臣
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い
て
も
公
約
さ
れ
て
い
た
は
ず
の

独
占
禁
止
法
改
正
案
提
出
が
見
送
ら
れ
る
な
ど
、
政
府
は
知
的
財
産
権
強
化
の
姿
勢
に
傾
倒
す
る
余
り
独
占
禁
止
法
を
軽
視
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
声
が
一
般
消
費
者
や
学
識
経
験
者
等
の
間
で
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
過
去
の
審
決
事
例
に
お
い
て
、
独
占
禁
止
法
第
二
十
一
条
（
平
成
十
二
年
改
正
以
前
は
第
二
十

三
条
。
以
下
同
じ
。
）
の
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
判
断
し
た
事
例
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
審
決
当
時
に
法
に
違
反
す
る
も

し
く
は
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
行
為
が
平
成
十
六
年
七
月
現
在
の
判
断
基
準
に
お
い
て
変
化
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
政
府

一



の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

独
占
禁
止
法
第
二
十
一
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
諸
法
の
う
ち
、
特
許
法
に
関
し
て
は
独
占
禁
止
法
第
百
条
に
お
い
て
裁
判

所
に
よ
る
違
反
行
為
に
供
せ
ら
れ
た
特
許
権
の
特
許
又
は
特
許
発
明
の
専
用
実
施
権
若
し
く
は
通
常
実
施
権
は
取
り
消
さ
れ

る
べ
き
旨
の
宣
告
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
登
録
を
権
利
発
生
の
要
件
と
す
る
方
式
主
義
で
あ
る
実
用
新
案
法
、
意

匠
法
及
び
商
標
法
、
同
様
に
方
式
主
義
で
あ
る
が
条
文
に
は
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
種
苗
法
及
び
半
導
体
集
積
回
路
の
回
路
配

置
に
関
す
る
法
律
に
お
け
る
諸
権
利
に
対
し
て
も
独
占
禁
止
法
第
百
条
の
手
続
き
は
準
用
さ
れ
る
の
か
。

三

平
成
十
六
年
三
月
十
日
の
定
例
記
者
会
見
に
お
け
る
上
杉
秋
則
事
務
総
長
の
発
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
公
正
取
引
委

員
会
は
昨
今
、
著
作
権
法
の
分
野
に
お
い
て
特
に
独
占
禁
止
法
の
執
行
な
い
し
一
定
の
取
引
分
野
に
お
い
て
競
争
を
実
質
的

に
制
限
も
し
く
は
公
正
競
争
を
阻
害
し
、
消
費
者
利
益
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
規
定
の
創
設
に
対
し
て
著
し
く
萎
縮
的
な

姿
勢
に
陥
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
公
正
取
引
委
員
会
が
昨
今
、
こ
の
よ
う
に
著
作
権
法
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
著
し
く

萎
縮
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
こ
と
は
、
過
去
に
「
知
的
財
産
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
」
と
し
て
独
占
禁
止
法
第
二
十
一
条

に
よ
る
適
用
除
外
の
主
張
を
退
け
た
事
例
と
同
様
の
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
た
際
に
独
占
禁
止
法
の
執
行
を
た
め
ら
う
の
で
は

な
い
か
と
、
或
い
は
一
定
の
取
引
分
野
に
お
い
て
競
争
を
実
質
的
に
制
限
も
し
く
は
公
正
競
争
を
阻
害
し
、
消
費
者
利
益
を

二



損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
規
定
の
創
設
が
関
係
省
庁
等
か
ら
新
た
に
要
求
さ
れ
た
場
合
、
公
正
取
引
委
員
会
が
過
去
の
審
決
事

例
に
お
い
て
示
し
た
判
断
を
返
上
す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
懸
念
を
一
般
消
費
者
や
学
識
経
験
者
等
の
間
に
生
じ
さ
せ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
う
し
た
萎
縮
的
姿
勢
に
陥

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
公
正
取
引
委
員
会
が
実
施
な
い
し
実
施
を
予
定
し
て
い
る
具
体
的
な
方
策
が
あ
れ
ば
お
示
し
願
い
た

い
。

四

昨
今
の
「
知
的
財
産
ブ
ー
ム
」
的
な
風
潮
も
手
伝
っ
て
独
占
禁
止
法
第
二
十
一
条
の
規
定
が
事
業
者
や
団
体
、
関
係
省
庁

等
で
独
占
禁
止
法
を
軽
視
す
る
傾
向
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
反
ト
ラ
ス
ト
諸
法
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
連
合
の
競
争
法
に
お
い
て
は
わ
が
国
独
占
禁
止
法
第
二
十
一
条
に
相
当
す
る
適
用
除
外
規
定
が
み
ら
れ
ず
、
知
的
財
産
権

の
行
使
が
主
張
さ
れ
て
い
る
行
為
に
対
し
て
も
競
争
当
局
に
よ
り
積
極
的
に
法
が
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
鑑
み
、
第
二

十
一
条
の
廃
止
を
含
め
た
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


